
週　　刊　　粧　　業（第３種郵便物認可） （12）２０２０年（令和２年）３月２３日第３２００号

は
い
く
つ
か
の
薬
剤
等
が
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
継
続
的

な
服
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と

や
、
女
性
の
場
合
は
薬
剤
の

選
択
肢
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
そ

れ
ら
の
効
果
は
男
女
を
問
わ

ず
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
今

回
の
臨
床
研
究
で
は
、
細
胞

治
療
技
術
の
安
全
性
・
有
効

性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
、
脱
毛
症
や
薄
毛

に
悩
む
幅
広
い
人
々
に
向
け

た
細
胞
治
療
法
の
開
発
を
目

指
す
。

　

臨
床
研
究
で
は
、
東
京
医

科
大
学
特
定
認
定
再
生
医
療

等
委
員
会
に
て
承
認
さ
れ
た

計
画
に
基
づ
き
、
毛
球
部
毛

根
鞘
（
Ｄ
Ｓ
Ｃ
）
細
胞
加
工

物
（
以
下
、
Ｓ
―
Ｄ
Ｓ
Ｃ
）

を
用
い
た
自
家
培
養
細
胞
の

頭
皮
薄
毛
部
へ
の
注
入
施
術

の
安
全
性
と
有
効
性
の
検
討

を
行
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
同
意
を
得

た
被
験
者
の
後
頭
部
か
ら
少

量
の
皮
膚
組
織
（
直
径
数

㎜
）
を
採
取
し
、
そ
れ
を
細

胞
加
工
施
設
（
資
生
堂
細
胞

培
養
加
工
セ
ン
タ
ー
＝
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
）
に
輸
送
し
て
、
毛
包

Ｄ
Ｓ
Ｃ
組
織
を
単
離
、
培
養

し
、
Ｓ
―
Ｄ
Ｓ
Ｃ
を
獲
得
し

た
。

　

50
人
の
男
性
と
15
人
の
女

性
被
験
者
に
対
し
て
、
脱
毛

部
頭
皮
の
４
つ
の
異
な
る
部

位
に
、
異
な
る
量
の
Ｄ
Ｓ
Ｃ

細
胞
、
Ｄ
Ｓ
Ｃ
細
胞
を
含
ま

な
い
プ
ラ
セ
ボ
懸
濁
液
を
１

回
注
射
し
、
12
カ
月
後
ま
で

総
毛
髪
密
度
、積
算
毛
髪
径
、

平
均
毛
髪
径
を
測
定
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｄ
Ｓ
Ｃ
細
胞

を
注
射
し
た
部
位
の
総
毛
髪

密
度
と
積
算
毛
髪
径
は
、
６

カ
月
後
、
９
カ
月
後
に
プ
ラ

セ
ボ
と
比
較
し
て
有
意
に
増

加
し
た
。
ま
た
、
有
効
性
に

　

皮
膚
や
毛
髪
の
色
に
影
響

を
与
え
る
色
素
で
あ
る
メ
ラ

ニ
ン
は
、
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
と

呼
ば
れ
る
細
胞
で
作
ら
れ
る

が
、
色
素
異
常
が
生
じ
る
原

因
の
多
く
は
こ
の
メ
ラ
ニ
ン

の
増
加
、
あ
る
い
は
減
少
に

よ
る
も
の
で
、
そ
の
機
序
と

し
て
、
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
に
よ

る
メ
ラ
ニ
ン
の
産
生
量
の
異

常
や
、
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
自
身

の
増
加
な
い
し
減
少
が
あ
る
。

　

近
年
の
研
究
か
ら
メ
ラ
ノ

サ
イ
ト
は
、
毛
穴
の
毛
包
部

分
に
存
在
す
る
色
素
幹
細
胞

か
ら
分
化
し
、
表
皮
に
移
動

し
て
メ
ラ
ニ
ン
を
作
る
メ
ラ

ノ
サ
イ
ト
に
成
熟
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
色
素
異
常
の
発

症
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
そ
の
治
療

法
の
確
立
に
は
色
素
を
作
る

ス
タ
ー
ト
段
階
で
あ
る
色
素

幹
細
胞
の
解
析
が
重
要
で
、

色
素
幹
細
胞
の
研
究
を
進
め

る
に
は
ヒ
ト
の
皮
膚
か
ら
色

素
幹
細
胞
を
分
離
し
、
培
養

す
る
技
術
が
必
要
で
あ
る

が
、
効
率
的
な
培
養
方
法
は

確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

今
回
、人
工
多
能
性
幹
細
胞

で
あ
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
培
養

す
る
際
に
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
足

機
関
（
一
般
財
団
法
人
北
里

環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
）
に
て

実
施
し
、
自
社
製
品
３
品
に

つ
い
て
、
不
活
化
効
果
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

今
回
は
、「
フ
マ
キ
ラ
ー 

キ
ッ
チ
ン
用
ア
ル
コ
ー
ル
除

菌
ス
プ
レ
ー（
ア
ル
コ
ー
ル

濃
度
49
ｖ
／
ｖ
％
）」「
ア
ル

コ
ー
ル
除
菌
プ
レ
ミ
ア
ム 

ウ
イ
ル
シ
ャ
ッ
ト

（
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
63
ｖ
／
ｖ
％
）」

「
ウ
イ
ル
シ
ャ
ッ

ト 

ノ
ン
ア
ル
コ

ー
ル
除
菌
プ
レ
ミ

ア
ム
（
ア
ル
コ
ー

ル
不
使
用
）」
の

３
品
で
効
果
が
確
認
さ
れ

た
。

　

ウ
イ
ル
ス
学
的
に
同
じ
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
科
に
分
類
さ

れ
る
ネ
コ
腸
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
同
じ
構
造
を
有
す
る
、

脂
質
二
重
膜
を
も
つ
エ
ン
ベ

ロ
ー
プ
ウ
イ
ル
ス
。
３
品
は

脂
質
二
重
膜
を
溶
解
さ
せ
る

こ
と
で
ネ
コ
腸
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
効
果
を
発
揮
し
た

こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
し
て
も
同
様
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
。

　

今
後
は
増
産
体
制
を
取

り
、
安
定
的
な
製
品
供
給
を

図
っ
て
い
く
。

性
差
は
な
く
、
重
大
な
有
害

事
象
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

同
臨
床
研
究
で
は
、
Ｓ
―

Ｄ
Ｓ
Ｃ
を
薄
毛
部
の
小
さ
な

面
積
に
一
度
だ
け
注
射
し
、

　

リ
コ
ー
と
ア
ル
ビ
オ
ン
で

は
、
こ
れ
ら
の
亜
臨
界
Ｄ
Ｍ

Ｅ
の
特
性
が
、
従
来
の
溶
媒

抽
出
と
比
較
し
て
植
物
か
ら

化
粧
品
向
け
高
効
果
成
分
を

抽
出
す
る
た
め
に
非
常
に
有

効
で
あ
り
、
植
物
由
来
成
分

抽
出
の
全
く
新
し
い
技
術
と

し
て
実
用
化
の
可
能
性
が
極

め
て
高
い
と
判
断
し
、
２
０

１
８
年
４
月
よ
り
共
同
研
究

契
約
を
締
結
。
亜
臨
界
Ｄ
Ｍ

Ｅ
を
用
い
た
抽
出
技
術
の
実

用
化
検
討
、
同
技
術
に
よ
り

抽
出
し
た
成
分
と
従
来
技
術

で
の
抽
出
成
分
と
の
比
較･

検
証
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
亜
臨
界
Ｄ
Ｍ

Ｅ
を
用
い
た
安
定
的
な
抽
出

技
術
の
確
立
が
成
し
得
た
こ

と
と
、
研
究
対
象
植
物
の
抽

出
成
分
比
較
に
お
い
て
、
亜

臨
界
Ｄ
Ｍ
Ｅ
を
用
い
た
抽
出

成
分
に
従
来
品
に
対
す
る
明

ら
か
な
優
位
性
が
見
ら
れ
た

た
め
、
ア
ル
ビ
オ
ン
は
同
技

術
を
自
社
の
独
自
技
術
と
す

べ
く
、
リ
コ
ー
に
よ
り
取
得

さ
れ
て
い
た
同
技
術
の
知
的

財
産
権
を
同
社
よ
り
有
償
に

て
取
得
。
同
社
と
の
共
同
研

究
を
発
展
的
に
解
消
し
、
同

流通記者50年 「経営トップとの交流の中で」
第16回 「テスコに学ぶ」
 　（マルエツ 吉野平八郎 元社長）

週刊粧業 顧問 加藤英夫（週刊粧業 流通ジャーナル 前会長）

ー
も
年
に
１
、
２
回
開
催

し
て
い
た
。
今
回
は
そ
の

マ
ル
エ
ツ
特
別
版
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。

　

テ
ス
コ
が
ま
だ
日
本
に

進
出
す
る
前
で
、
イ
ギ
リ

ス
最
大
の
小
売
業
と
し
て

業
績
も
非
常
に
好
調
だ
っ

た
。
ハ
イ
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
「
テ
ス
コ 

エ
ク
ス

ト
ラ
」、
ス
ー
パ
ー
ス
ト

ア
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
「
テ
ス
コ
」、
都
市

型
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
「
テ
ス

コ 

メ
ト
ロ
」、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
の
「
テ
ス
コ 

エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

の
５
つ
を
主
力
業

態
と
し
て
展
開
し

て
い
た
。

　

な
か
で
も
吉
野

さ
ん
が
関
心
を
寄

せ
て
い
た
の
が
「
テ
ス
コ 

メ
ト
ロ
」「
テ
ス
コ 
エ
ク

ス
プ
レ
ス
」
の
小
型
２
業

態
だ
っ
た
。

　

テ
ス
コ
の
本
部
で
同
社

幹
部
か
ら
詳
し
い
説
明
を

受
け
、
そ
の
後
、
代
表
的

な
店
舗
を
紹
介
さ
れ
、
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
含
め
て
視

察
し
た
。
テ
ス
コ
の
大
き

な
特
徴
は
、
50
％
を
超
え

る
オ
ウ
ン
ブ
ラ
ン
ド
（
Ｐ

Ｂ
）比
率
の
高
さ
で
あ
る
。

し
か
も
全
て
の
業
態
で
売

価
を
同
一
に
し
て
お
り
、

小
型
業
態
は
自
動
発
注
が

基
本
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
同
社
の
業
態

戦
略
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し

た
吉
野
社
長
は
じ
め
同
社

幹
部
は
帰
国
後
、
都
市
型

小
型
業
態
の
「
フ
ー
デ
ッ

ク
ス
」
の
開
発
に
乗
り
出

す
。
そ
れ
が
現
在
の
「
マ

ル
エ
ツ 

プ
チ
」
に
繋
が

っ
て
い
る
。
マ
ル
エ
ツ 

プ
チ
は
第
２
の
主
力
業
態

と
し
て
、
都
内
中
心
部
を

中
心
に
、
買
物
に
不
便
を

感
じ
て
い
る
人
々
に
支
持

さ
れ
て
い
る
。

　

マ
ル
エ
ツ
が
ま
だ
「
有

限
会
社 

丸
悦
ス
ト
ア
ー
」

だ
っ
た
時
代
、
店
数
も
10

店
を
や
や
超
え
た
状
況
の

頃
、
入
社
間
も
な
い
駆
け

出
し
記
者
の
私
は
、「
埼

玉
県
で
非
常
に
元
気
の
よ

い
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
蕨
駅
か

ら
ほ
ど
近
い
同
社
本
部
を

訪
れ
た
。

　

プ
レ
ハ
ブ
建
て
の
簡
素

な
本
部
で
快
く
取
材
に
応

じ
て
く
れ
た
の
が
、
当
時

営
業
本
部
長
の
髙
橋
登
志

雄
専
務
だ
っ
た
。
穏
や
か

な
感
じ
の
人
だ
っ
た
が
、

そ
の
腕
の
太
さ
に
は
驚
い

た
。
現
場
た
た
き
上
げ
だ

と
す
ぐ
に
分
か
っ
た
。

　

何
回
か
取
材
す
る
中

で
、
彼
の
次
の
よ
う
な
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。当
時
、西
友
ス
ト
ア
ー

（
現
西
友
）
の
勢
い
が
よ

く
、
西
武
鉄
道
沿
線
を
中

心
に
出
店
を
重
ね
て
い
た
。

　

「
西
友
ス
ト
ア
ー
の
出

店
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
で
す

　

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
を
日
本
と
韓
国
が

同
時
開
催
し
た
２
０
０
２

年
、
マ
ル
エ
ツ
の
吉
野
平

八
郎
社
長
を
は
じ
め
同
社

幹
部
６
名
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
流
通
視
察
に
お
連
れ
し

た
。
後
に
社
長
と
な
る
経

営
企
画
担
当
の
高
橋
惠
三

氏
も
こ
の
中
に
い
た
。

　
「
加
藤
さ
ん
、一
度
我
々

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ご
案
内

願
え
ま
せ
ん
か
。
と
く
に

イ
ギ
リ
ス
の
テ
ス
コ
に
興

味
を
も
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
」

　

吉
野
さ
ん
の
こ
の
要
請

で
、
テ
ス
コ
を
中
心
と
し

た
視
察
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
み
、
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取

っ
た
。
流
通
ジ
ャ
ー
ナ
ル

は
そ
の
当
時
、
ア
メ
リ
カ

視
察
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
セ
ミ
ナ

ね
」

　

「
彼
ら
が
鉄
道
沿
線
で

各
駅
停
車
の
よ
う
に
出
店

す
る
な
ら
ば
、
当
社
は
バ

ス
停
の
数
カ
所
お
き
に
出

店
し
て
い
き
ま
す
よ
」

　

マ
ル
エ
ツ
が
サ
ン
コ
ー

を
吸
収
合
併
し
た
１
９
８

１
年
、
実
兄
の
髙
橋
八
太

郎
社
長
と
意
見
が
分
か

れ
、
結
局
、
登
志
雄
専
務

は
同
社
を
退
社
し
て
自
分

で「
生
鮮
市
場
」を
始
め
た
。

　

そ
の
後
の
マ
ル
エ
ツ

は
、
ダ
イ
エ
ー
、
さ
ら
に

イ
オ
ン
と
提
携
し
、
２
０

１
５
年
に
は
、マ
ル
エ
ツ
、

カ
ス
ミ
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ

ュ
関
東
の
３
社
で
「
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド 

ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト 
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
」
を
設
立
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。（
次

号
は
、作
家
の
椎
名
誠
氏
）

ご案内したマルエツ幹部の皆さんと
中央が吉野社長、その右が髙橋惠三氏

　

フ
マ
キ
ラ
ー

は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と

類
似
す
る
ネ
コ

腸
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
ウ
イ

ル
ス
不
活
性
試

験
を
外
部
試
験

場
と
な
る
役
割
や
栄
養
を
与

え
る
役
割
を
担
う「
フ
ィ
ー
ダ

ー
細
胞
」と
呼
ば
れ
る
細
胞
を

応
用
す
る
こ
と
で
、ヒ
ト
の

皮
膚
か
ら
色
素
幹
細
胞
を
安

定
か
つ
効
率
的
に
培
養
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

　

従
来
の
方
法
で
は
、
高
齢

者
か
ら
分
離
し
た
細
胞
で
は

生
着
率
が
低
く
、
培
養
が
困

難
な
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
た

が
、
同
培
養
方
法
を
用
い
る

と
、
高
齢
者
か
ら
分
離
し
た

細
胞
も
、
安
定
し
て
培
養
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

同
研
究
で
開
発
し
た
新
し

い
培
養
方
法
と
従
来
の
培
養

方
法
を
比
較
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
法
で
培
養
し
た

色
素
幹
細
胞
に
つ
い
て
、
色

素
幹
細
胞
の
マ
ー
カ
ー
で
あ

る
「
Ｆ
Ｚ
Ｄ
４
」
の
発
現
を

指
標
に
細
胞
の
数
を
比
較
し

た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
方

法
と
比
較
し
、
新
し
い
培
養

方
法
で
は
、
色
素
幹
細
胞
マ

ー
カ
ー
が
約
４
倍
発
現
し
て

お
り
、
効
率
的
に
色
素
幹
細

胞
が
分
離
・
培
養
で
き
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
技
術
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
困
難
で
あ

っ
た
色
素
異
常
の
治
療
方
法

の
開
発
の
ほ
か
、
美
容
分
野

で
は
シ
ミ
の
改
善
技
術
な
ど

へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。

自社製品のコロナウイルス科への
不活化効果を確認 フ

マ
キ
ラ
ー

技
術
を
自
社
の
独
占
技
術
と

す
べ
く
自
社
単
独
で
新
抽
出

技
術
の
実
用
化
に
向
け
た
研

究
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
技
術
を
用

い
た
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
化
粧

品
原
料
の
開
発
と
商
品
へ
の

配
合
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
リ
コ
ー
と
ア
ル
ビ
オ
ン

は
さ
ら
な
る
新
し
い
研
究
テ

ー
マ
を
通
じ
た
連
携
や
共
同

研
究
を
検
討
し
て
い
く
。

ヒ
ト
の
皮
膚
か
ら
色
素
幹
細
胞
の
分
離
培
養
技
術
を
確
立

　
日
本
メ
ナ
ー
ド
化
粧
品
は
、
藤
田
医
科
大
学
応
用
細
胞
再

生
医
学
講
座
（
赤
松
浩
彦
教
授
）、
皮
膚
科
学
講
座
（
杉
浦
一

充
教
授
）と
共
同
で
、ヒ
ト
の
皮
膚
か
ら
メ
ラ
ニ
ン
生
成
を
行
っ
て
い
る
色
素
細
胞（
メ

ラ
ノ
サ
イ
ト
）
の
起
源
と
な
る
「
色
素
幹
細
胞
」
を
効
率
的
に
分
離
・
培
養
す
る
技

術
を
確
立
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ま
で
困
難
で
あ
っ
た
色
素
異
常
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
や
創
薬
・
基
礎
研
究
の
進
展
に
向
け
て
同
技
術
を
応
用
し
て
い
く
。

メ
ナ
ー
ド

有
効
な
細
胞
濃
度
を
決
定

し
、
安
全
性
を
確
認
し
た
。

し
か
し
、
臨
床
で
実
際
に
治

療
法
と
し
て
使
用
す
る
た
め

に
は
、
薄
毛
部
全
体
に
複
数

　
ア
ル
ビ
オ
ン
は
こ
の
ほ
ど
、

か
ね
て
よ
り
リ
コ
ー
と
共
同
研

究
を
行
っ
て
き
た
「
亜
臨
界
Ｄ
Ｍ
Ｅ
（
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
）

抽
出
技
術
を
用
い
た
化
粧
品
原
料
抽
出
技
術
」
に
つ
い
て
有
用

性
の
検
証
と
実
用
化
へ
の
見
通
し
が
立
っ
た
た
め
、
共
同
研
究

成
果
と
し
て
の
知
的
財
産
権
（
リ
コ
ー
保
有
分
）
を
同
社
よ
り

取
得
し
た
う
え
で
共
同
研
究
を
発
展
的
に
解
消
し
、
自
社
単
独

で
の
新
抽
出
技
術
の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
を
発
表
し
た
。

ア
ル
ビ
オ
ン

自
社
単
独
で
の
亜
臨
界
Ｄ
Ｍ
Ｅ
抽
出
技
術
の
開
発
へ

回
投
与
し
て
、
見
た
目
で
わ

か
る
治
療
効
果
と
安
全
性
を

示
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た

め
の
臨
床
研
究
を
今
後
、
実

施
し
て
い
く
と
い
う
。

水
と
水
溶
性
成
分
を
可
溶
、

脂
溶
性
成
分
を
易
溶
と
す
る

た
め
、
こ
の
亜
臨
界
Ｄ
Ｍ
Ｅ

を
用
い
て
植
物
の
成
分
抽
出

を
行
う
と
、
室
温
で
高
効
率

な
抽
出
が
可
能
な
う
え
、
常

温
常
圧
下
に
戻
す

こ
と
で
容
易
に
揮

発
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｅ
の

性
質
に
よ
り
、
同

抽
出
物
は
非
加
熱

で
の
溶
媒
除
去
と

濃
縮
が
可
能
と
な

る
。

　

ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
（
Ｄ

Ｍ
Ｅ
）
は
、
生
体
毒
性
が
極

め
て
低
い
ガ
ス
で
あ
り
、
加

圧
す
る
こ
と
で
液
化
し
亜
臨

界
状
態
と
な
る
。
こ
の
亜
臨

界
状
態
と
な
っ
た
Ｄ
Ｍ
Ｅ
は

　
資
生
堂 

再
生
医
療
開
発
室（
細
胞
培
養
加
工
等
担
当
）は
、

東
京
医
科
大
学
皮
膚
科
学
分
野
の
坪
井
良
治
主
任
教
授
と
、

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
橋
病
院 

皮
膚
科 

新
山
史
朗
准
教
授
と
共
同

で
、
脱
毛
症
や
薄
毛
に
悩
む
人
々
を
対
象
に
、
医
師
主
導
の
臨
床
研
究
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
自
家
毛
髪
培
養
細
胞
を
用
い
た
細
胞
治
療
法
に
安
全
性

と
改
善
効
果
を
認
め
、
男
女
の
壮
年
性
脱
毛
症
の
新
し
い
治
療
法
に
な
り
う

る
こ
と
を
示
し
た
。
今
後
は
、
再
生
医
療
に
よ
る
新
し
い
薄
毛
治
療
法
の
開

発
に
向
け
た
重
要
な
研
究
成
果
と
位
置
づ
け
、臨
床
研
究
を
推
進
し
て
い
く
。

　

現
在
、
脱
毛
症

の
中
で
も
発
症
頻

度
の
高
い
男
女
の

壮
年
性
脱
毛
症
は

重
篤
な
疾
患
で
は

な
い
が
、
外
見
に

重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
観

点
で
治
療
法
開
発

が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
壮
年
性
脱
毛

症
の
治
療
法
と
し

て
、
日
本
国
内
で

資
生
堂

毛髪再生医療による壮年性脱毛症の治療法を開発


